
Good Practice! 

№・区分 1 0 1 0 0 ハード部門（土木） 

タイトル 土留壁上部工におけるプレキャスト部材を利用した墜落防止

動機・改善前 

の状況 

補強土壁工(テールアルメ)の最終工程である天端コンクリート部分の

構築に際して、全作業が高所(高さ約 20m)での作業を要求され、今回の

ように直下に水路等がある場合には満足な足場の構築も難しく、安全上

問題が多い。また、このような作業条件下では品質的にも問題が発生す

る可能性が高い。 

改善・実施事項 
 

 
天端ｺﾝｸﾘｰﾄの施工を 2 段階の分割施工とする 
①補強土壁前面側となる 1 次施工分の現場打ち 
部材を作成、②ｸﾚｰﾝにて吊り込み、ﾃｰﾙｱﾙﾒｽｷﾝと 
仮止め用ｱﾝｸﾞﾙで固定し一体化を図る、③鉄筋、 
型枠を組立て、ｺﾝｸﾘｰﾄを打設し 2 次施工分を 
構築する。 

改善効果 

高所での作業足場の設置作業がなくなると同時に、1 次施工分の現場打

ちﾌﾟﾚｷｬｽﾄ部材が転落防止用の壁の役目を果たした。よってすべての作

業工程が補強土壁工の裏込め土側からのアプローチで可能となった。こ

れにより高所での危険作業がなくなるとともに、品質的にも優れた(ク
ラックの発生が最小限に低減されるとともに、外面の平滑性及び光沢に

も優れ、アバタや色ムラ等も無い)天端コンクリートを構築することが

出来た。 
 

 

 

 

 

活動内容 
改善事項の図、 

写真 

 

 

 

 

 

 

 

 
                  

                  
                  
                  
                  
                 

側面図 

ﾃｰﾙｱﾙﾒｽｷﾝ 

(ｺﾝｸﾘｰﾄ 2 次製品)

補強土壁前面 ⇔ 裏込土側(作業ﾔｰﾄﾞ)

天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 

(1 次施工) 

現場打ちﾌﾟﾚｷｬｽﾄ部材 
天端ｺﾝｸﾘｰﾄ

(2 次施工)

現場打ちｸﾝｸﾘｰﾄ

１次施工  

天端ｺﾝｸﾘｰﾄ  

仮止め用ｱﾝｸﾞﾙ
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活動内容 
改善事項の図、 
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③現場打ちﾌﾟﾚｷｬｽﾄ部材揚重建て込み(1 次) ④現場打ちﾌﾟﾚｷｬｽﾄ部材を下部ｽｷﾝと連結固定 

 

⑤2次施工分鉄筋組立          ⑥型枠組立(2 次) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑦ｺﾝｸﾘｰﾄ打設後脱型状況         ⑧完成状況(外観) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

事例提供先 鹿島建設㈱    

 


